
第
67
回
写
真
道
展
審
査
報
告

沢
支
部
）「
美

味
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　
第
1
部
～
第

3
部
の
入
賞
・

入
選
点
数
は

2
7
1
点
で
、

入
賞
・
入
選
者

数
は
2
0
3
名

（
前
回
1
8
4

名
）
で
し
た
。

こ
の
う
ち
、
3

部
門
に
入
賞
・

入
選
さ
れ
た
方
は
9
名
、
2
部
門
に
入
賞
・
入

選
さ
れ
た
方
は
49
名
で
す
。
ま
た
、
入
賞
・
入

選
者
の
内
訳
は
支
部
会
員
1
0
5
名
、
一
般
が

98
名
で
す
。
第
4
部
で
は
、
札
幌
創
成
高
校
の

応
募
者
が
9
名
入
選
す
る
な
ど
、
奮
闘
ぶ
り
が

目
立
ち
ま
し
た
。

　
応
募
者
数
は
、
第
1
部
～
第
3
部
の
4
0
2

名
と
、
ほ
ぼ
前
回
（
4
0
4
名
）
並
み
で
、
支

部
会
員
1
6
3
名
に
対
し
、
一
般
の
応
募
者
が

2
3
9
名
で
応
募
者
の
6
割
を
占
め
ま
し
た
。

一
方
、
支
部
会
員
の
応
募
者
数
は
減
少
傾
向
が

続
い
て
い
ま
す
。
4
部
（
学
生
）
の
応
募
者
数

は
3
7
9
名
で
、
前
回
（
3
9
5
名
）
よ
り
や

や
減
少
し
ま
し
た
。

　
2
日
間
の
過
密
な
審
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も

関
わ
ら
ず
、
審
査
員
の
皆
様
並
び
に
道
新
事
務

局
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
審
査
を
円
滑
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
事
に
感
謝
申
し

上
げ
、
審
査
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
な
お
、
表
彰
式
、
道
展
祝
賀
会
（
交
流
会
）

及
び
道
展
巡
回
展
は
中
止
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
を
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
最
後
に
皆
様
の
来
期
68
回
写
真
道
展
に
向
け

た
作
品
作
り
と
、
多
数
の
応
募
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
応
募
の
状
況
（
応
募
点
数
）

第
一
部
1
、8
5
8
点
（
前
回
1
、9
9
1
点
）

第
二
部
1
、3
1
6
点
（
前
回
1
、2
9
8
点
）

第
三
部
1
、9
3
5
点
（
前
回
1
、8
4
8
点
）

第
四
部
8
3
1
点
（
前
回
8
4
4
点
）

総
数
5
、9
4
0
点
（
前
回
5
、9
8
1
点
）

審
査
は
コ
ロ
ナ
感
染
に
配
慮
し
な
が
ら
進
行

　
1
日
目
は
、
応
募
作
品
の
¼
程
度
を
1
次
審

査
。
植
村
佳
弘
氏
、
審
査
会
員
の
中
野
潤
子

氏
、
武
藤
省
吾
氏
、
加
賀
谷
重
雄
氏
及
び
河
江

利
幸
氏
、
川
原
静
雄
氏
、
香
取
征
子
氏
、
瀧
野

邦
保
で
粗
選
び
。
ダ
ブ
リ
を
選
考
。
第
4
部
は

最
終
審
査
ま
で
行
い
、
最
優
秀
賞
は
北
海
道
大

麻
高
校
1
年
生
佐
々
木
絢
海
さ
ん
の
「
心
」
に

決
定
。
会
友
奨
励
賞
は
山
本
隆
晟
さ
ん
（
札
幌

支
部
）「
タ
ク
シ
ー
銀
河
」、
準
奨
励
賞
は
阿
部

三
重
子
さ
ん
（
旭
川
支
部
）「
夕
映
の
鰊
番
屋
」

と
、
村
井
正
人
さ
ん
（
恵
庭
支
部
）「
夏
休
み
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

　
2
日
目
は
ダ
ブ
リ
選
考
後
の
応
募
作
品
を
写

真
家
嶋
田
忠
氏
が
入
選
及
び
入
賞
を
決
定
し
、

第
1
部
1
席
　
文
部
科
学
大
臣
賞
は
難
波
江
さ

ん
（
札
幌
支
部
）「
涼
し
い
よ
」、
第
2
部
　

1

席
　
写
真
道
展
大
賞
及
び
国
土
交
通
大
臣
賞
は

仲
島
静
雄
さ
ん
（
札
幌
市
）「
余
生
」　
第
3
部
　

1
席
　
環
境
大
臣
賞
は
袰
田
祥
健
さ
ん
（
岩
見

　
2
月
29
日
と
3
月
1
日
に
第
67
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写
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審
査
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
北

海
道
で
非
常
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
た
め
、
北

海
道
新
聞
社
の
要
請
に
よ
り
、
2
月
29
日
前

夜
、
役
員
会
の
論
議
の
結
果
、
解
除
さ
れ
る
ま

で
延
期
と
し
ま
し
た
。

　
非
常
事
態
宣
言

解
除
後
、
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
に
最

大
の
注
意
を
は
ら

い
、
6
月
13
日
、

14
日
の
両
日
審
査

会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
審
査
は
、
感
染

拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
、
札
幌
近
郊

の
歴
代
審
査
委
員

長
経
験
3
名
の
審

査
会
員
、
千
歳
在

住
の
写
真
家
嶋
田

忠
氏
及
び
北
海
道

新
聞
社
編
集
局
植

村
佳
弘
氏
の
協
力

を
得
、
少
人
数
の

北
海
道
写
真
協
会
役
員
の
中
の
審
査
会
員
に
よ

る
、
特
別
な
体
制
で
行
い
ま
し
た
。

道写協
北
海
道
写
真
協
会

事
務
局
■
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
3
丁
目
6
道
新
文
化
事
業
社
内

0
1
1
・
2
1
0
・
5
7
3
5（
直
通
）
0
1
1
・
2
0
7
・
3
9
3
9（
F
A
X
）

http://w
w
w
.doshakyo.org/

第142号

嶋
田
　
忠
氏
の
ご
紹
介

ご
略
歴

1
9
4
9
年
埼
玉
県
大
井
村
（
現
・
ふ
じ
み

野
市
）
生
ま
れ
。

1
9
7
1
年
日
本
大
学
農
獣
医
学
部
卒
業
。

1
9
7
2
年
フ
リ
ー
の
写
真
家
と
し
て
動
物

雑
誌
『
ア
ニ
マ
』（
平
凡
社
）
創
刊
に
参
加
。

以
後
野
鳥
を
中
心
に
独
自
の
世
界
を
開
拓
。

1
9
8
0
年
北
海
道
千
歳
市
に
移
住
。

1
9
9
3
年
よ
り
7
年
間
、
テ
レ
ビ
朝
日
・

ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
特
集
「
嶋
田
忠
の

野
生
の
瞬
間
」
シ
リ
ー
ズ
の
た
め
海
外
で
映

像
作
品
を
制
作
。

2
0
0
0
年
よ
り
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
来
た
」

「
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
」
な
ど
N
H
K
の
自
然
番

組
を
制
作
。
主
に
熱
帯
雨
林
を
中
心
に
撮
影
。

2
0
1
4
年
千
歳
市
蘭
越
に
『
嶋
田
忠
ネ
イ

チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』
開
館
。

現
在
も
世
界
の
熱
帯
雨
林
で
鳥
類
の
撮
影
を

続
け
て
い
る
。

作
品
集

『
カ
ワ
セ
ミ
　
清
流
に
翔
ぶ
』『
火
の
鳥
　
ア

カ
シ
ョ
ウ
ビ
ン
』『
炎
の
カ
ム
イ
』『
カ
ム
イ

の
夜
　
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
』『
凍
る
嘴
　
厳
冬
の

ハ
ン
タ
ー
　
ヤ
マ
セ
ミ
』『
雪
の
妖
精
　
シ
マ

エ
ナ
ガ
』『
L
A
S
T 

P
A
L
A
D
I
S
E
　

精
霊
の
踊
る
森
』
な
ど
多
数

写
真
道
展
実
行
委
員
長
　
滝
野
　
邦
保
（
記
）
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喜
び
と
励
み
と
！
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乗
り
場
に
集
ま
る
た
く
さ
ん
の
タ
ク
シ
ー
を
札

幌
駅
ビ
ル
か
ら
俯
瞰
し
ま
し
た
。

　
ス
ロ
ー
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
の
被
写
体
ぶ
れ
効
果
狙

い
な
の
で
、
三
脚
、
リ
モ
コ
ン
で
幾
夜
か
試
し
た

中
か
ら
の
1
枚
で
す
。

　
去
年
準
奨
励
賞
で
し
た
の
で
、
連
続
は
無
理
か

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　
子
供
の
頃
、
父
の
暗
室
作
業
を
手
伝
っ
て
い
ま

し
た
。
台
所
を
暗
室
に
し
て
モ
ノ
ク
ロ
の
プ
リ
ン

ト
作
り
で
す
。

　「
今
日
の
天
気
だ
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
1
／

1
0
0
で
絞
り
は
8
だ
よ
ね
」
等
と
い
う
会
話
や

お
つ
か
い
で
カ
メ
ラ
店
へ
フ
イ
ル
ム
を
買
い
に

走
っ
た
こ
と
等
を
思
い
出
し
ま
す
。

　
父
が
撮
影
し
た
家
族
や
私
の
写
真
が
た
く
さ
ん

残
っ
て
い
ま
す
。

　「
ト
シ
を
取
っ
た
」
と
感
じ
て
い
た
最
晩
年
の

父
の
年
齢
に
、
程
な
く
私
も
追
い
つ
き
ま
す
。

　
65
歳
で
会
社
を
終
え
て
か
ら
の
時
間
を
道
写
協

と
撮
影
に
使
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
友
奨
励
賞

　
札
幌
支
部

山
本
隆
晟

　
高
齢
に
な
っ
て
再
開
し
た
写
真
、
写
真
道
展
に

応
募
し
始
め
て
9
年
目
、
全
く
予
期
し
な
い
一
席

入
賞
の
知
ら
せ
に
正
直
驚
い
て
い
ま
す
。

　
写
真
は
、
墓
参
の
た
め
上
京
し
た
折
に
立
ち

寄
っ
た
寺
の
境
内
で
、
幼
子
の
供
養
の
た
め
の
石

仏
群
に
遭
遇
し
、
そ
の
情
景
か
ら
親
の
悲
し
み
や

愛
な
ど
に
勝
手
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
時
、
た

ま
た
ま
目
に
留
ま
っ
た
幼
い
石
仏
の
表
情
に
癒
さ

れ
る
よ
う
な
思
い
を
感
じ
、
切
り
取
っ
た
一
枚
で
す
。

　
今
回
の
入
賞
、
入
選
で
道
展
会
友
の
資
格
申
請

に
必
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
も
到
達
で
き
ま
し
た
。
良

き
指
導
者
、
良
き
仲
間
に
恵
ま
れ
、
諦
め
ず
に
続

け
て
き
た
こ
と
の

結
果
だ
と
思
い
ま

す
。

　
老
化
の
進
行
は

止
め
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
が
、
今
後

も
楽
し
く
撮
り
続

け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

第
一
部
一
席

　
札
幌
支
部

難
波
　
江

　
選
ん
で
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
地
元
の
公
園
で
朝
イ
チ
に
撮
影
し
た
1
枚
で

す
。
今
回
も
先
輩
カ
メ
ラ
マ
ン
と
行
動
。
広
い
視

野
と
知
識
を
共
有
し
、
自
分
な
り
に
太
陽
を
取
り

入
れ
た
構
図
・
レ
ン
ズ
選
び
・
カ
メ
ラ
設
定
に
よ

り
今
回
の
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。
い
つ
も
心
の

底
に
あ
る
の
は
、
素
晴
ら
し
い
写
友
に
恵
ま
れ
た

こ
と
で
す
。
感
謝
し
き
れ
ま
せ
ん
。

　
第
62
回
第
一
部
一
席
を
受
賞
し
た
際
も
や
は

り
、
い
い
場
所
に
は
何
度
も
通
う
。
近
場
で
も
お

宝
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
こ
と
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

見
慣
れ
る
と
気
づ
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
発
見

し
、
ど
う
料
理
す

る
か
、
考
え
を
巡

ら
す
の
は
非
常
に

楽
し
い
も
の
で
す
。

　
次
は
3
冠
王
目

指
し
て
、
未
来
に

残
す
作
品
を
生
み

出
し
ま
す
。

第
三
部
一
席

　
岩
見
沢
支
部

袰
田
祥
健

「
感
謝
」

　
こ
の
度
の
入
賞
の
知
ら
せ
を
頂
き
、
信
じ
ら
れ

な
い
気
持
ち
と
驚
き
と
嬉
し
さ
で
胸
が
一
杯
に
な

り
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
を
勧
め
て
く
れ
た
主
人
と
応

援
し
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
受
賞
を
励
み
に
楽
し
み
な
が
ら

続
け
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

「
嬉
し
い
初
入
賞
」

　
写
真
を
撮
り
始
め
、
同
時
に
道
写
協
に
入
会
、

4
年
目
に
な
り
ま
し
た
。

　
三
部
三
席
入
賞
、
二
部
入
選
に
び
っ
く
り
し
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
れ
を
励
み
に
、
こ

れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
場
所
で
、

沢
山
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
、
も
っ
と
向
上
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

「
栄
え
あ
る
喜
び
」

　
こ
の
た
び
の
入
賞
、
入
選
を
驚
き
と
共
に
心
よ

第
三
部
二
席

　
旭
川
支
部

佐
藤
祐
子

第
二
部
三
席

　
札
幌
支
部

浦
崎
毅
子

　
毎
年
今
年
は
入
賞
無
理
か
な
と
思
い
な
が
ら
も

何
と
か
7
年
連
続
入
賞
頂
く
事
が
出
来
喜
ば
し
く

思
い
ま
す
。

　
こ
の
作
品
は
道
南
の
漁
師
さ
ん
が
ノ
ラ
猫
を

飼
っ
て
い
て
5
年
程
前
か
ら
写
真
を
撮
ら
せ
て
頂

き
、
私
に
も
少
し
懐
き
海
辺
を
散
歩
し
な
が
ら
、
ど

う
い
う
仕
草
を
す
る
の
か
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
イ
カ
リ
の
暖
か
さ
が
心
地
良
い
の
か
、
首
に
付

け
て
気
持
ち
良
さ
そ
う
で
し
た
。

第
二
部
三
席

　
岩
見
沢
支
部

輪
島
礼
子

第
一
部
三
席

　
札
幌
支
部

安
田
敏
彦

り
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す

　
私
に
と
っ
て
写
真
は
、
心
豊
か
に
、
輝
く
も
の

と
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
写
真
に
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し
、
賞
を
頂
い

た
喜
び
と
励
み
を
忘
れ
る
事
無
く
、
成
長
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
写
真
協
会
様
、
写
真
道
展
の
運
営
に
関
わ
っ
て

下
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
の
ご
尽
力
に
心
よ
り
感

謝
、
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
北
海
道
の
写

真
文
化
発
展
に
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
致
し
ま
す

会友奨励賞
「タクシー銀河」　カラー

文部科学大臣賞
「涼しいよ」　カラー

環境大臣賞
「美味」　カラー
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応
募
数
か
ら

　

◎
支
部
出
品
率
を
リ
サ
ー
チ

　

�
深
川
支
部
、
奈
井
江
支
部
、
栗
山
支
部
、
根
室

支
部
が
1
0
0
％
（
全
員
応
募
）
で
し
た
。

　

�

次
は
恵
庭
支
部
、
浦
河
支
部
、
苫
小
牧
支
部
が

続
い
て
83
％
で
し
た
。

＊
出
品
率
…
出
品
者
数
÷
支
部
一
般
会
員
数

■
支
部
成
り
立
ち

　

浦
河
支
部
の
沿
革
史
を
ひ
も
と
き
ま
す
と
、
昭

和
28
年
頃
、
先
代
の
会
長
が
町
内
の
写
真
愛
好
仲

間
を
集
め
、「
フ
ォ
ト
う
ら
か
わ
」
を
数
名
で
結

成
し
た
の
が
始
ま
り
…
と
、
聞
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
後
昭
和
48
年
頃
に
は
、
メ
ン
バ
ー
は
20
名
ほ

ど
ま
で
に
増
え
、
本
部
承
認
を
得
て
浦
河
支
部
は

ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も

支
部
会
員
の
努
力
で
会
は
発
展
を
続
け
て
き
て
お

り
ま
す
。

　

転
出
転
入
が
多
い
町
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま

で
66
年
ほ
ど
継
続
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
趣
味
を

ベ
ー
ス
に
世
代
が
違
う
個
人
々
を
尊
重
し
、
無
理

の
な
い
活
動
内
容
で
支
部
継
続
を
重
ん
じ
て
も

ら
っ
て
い
る
お
か
げ
で
す
。

■
例
　
会

　

現
在
の
会
員
数
は
9
名
で
（
男
性
6
名
・
女
性

3
名
）
例
会
は
、
毎
月
1
回
の
年
12
回
、
作
品
を

持
ち
よ
り
浦
河
町
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
道
展

審
査
会
員
、
田
嶋
英
夫
氏
に
講
評
を
お
願
い
し

て
、
会
員
一
人
一
人
の
作
品
に
率
直
な
コ
メ
ン
ト

を
頂
き
な
が
ら
、
そ
の
場
で
聞
い
た
談
話
や
感
想

を
受
け
取
っ
て

作
品
作
り
に
生

か
し
て
い
っ
て

お
り
ま
す
。

■
道
新
フ
ォ
ト
プ
ラ
ザ

　

北
海
道
新
聞
の
胆
振
日
高
版
に
年
3
回
ほ
ど
掲

載
し
て
頂
く
機
会
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
励
み
に

な
り
あ
り
が
た
く
、
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
四
季
に

添
っ
て
テ
ー
マ
を
出
し
、
各
回
3
名
ず
つ
で
1
人

1
作
品
を
掲
載
さ
せ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。
近

年
で
は
、
浦
河
高
校
で
写
真
同
好
会
か
ら
写
真
部

に
作
り
上
げ
た
引
率
の
先
生
と
、
入
部
し
て
い
る

40
名
弱
の
生
徒
さ
ん
た
ち
が
、
と
て
も
活
発
で
、

町
内
外
で
展
示
、
撮
影
さ
れ
て
が
ん
ば
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

9
月
12
日
付
の

日
高
版
の
フ
ォ

ト
プ
ラ
ザ
に
掲

載
も
さ
れ
ま
し

た
。
同
じ
地
域

で
、
若
い
世
代
の

方
の
活
動
に
刺

激
さ
れ
私
た
ち

も
、
更
に
が
ん

ば
ろ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

■
お
す
す
め
の
撮
影
ス
ポ
ッ
ト

・�

え
り
も
岬
～
先
端
ま
で
の
遊
歩
道
か
ら
断
崖
絶

壁
と
青
色
の
海
に
白
波
の
潮
の
厳
し
さ
は
壮
大

で
す
。

・�
様
似
親
子
岩
～
太
平
洋
の
水
平
線
上
、
静
か
な

る
佇
ま
い
は
朝
夕
、
晩
の
星
空
と
、
画
に
な
り

ま
す
。

・�

夏
の
昆
布
漁
や
春
の
桜
並
木
道
、
比
較
的
温
暖

で
少
雪
で
あ
り
、
馬
産
地
形
成
の
地
の
ひ
と
つ

と
し
て
た
く
さ
ん
の
放
牧
地
で
馬
達
が
駆
け
巡

る
姿
を
目
に
す
る
地
域
で
あ
り
ま
す
。
11
月
以

降
は
渡
り
鳥
や
可
愛
ら
し
い
小
動
物
を
子
供
た

ち
と
一
緒
に
見
つ
け
る
冬
の
楽
し
み
な
時
期
で
す
。

◎
支
部
探
訪
　
─
浦
河
支
部
　
支
部
長
　
米
倉
祥
子

67 回66 回

900
800
700
600
500
400
300
200
100
0

応募人数

162171

239233

379395

780799

支部会員　　　　一般応募
学生　　　　　　総人数

・�

作
品
展

　�（
第
67
回
写
真
道
展
入
賞
・
入
選
作
品
、
な
ら

び
に
会
友
・
審
査
会
員
作
品
）

令
和
2
年
7
月
28
日（
火
）～
8
月
2
日（
日
）

札
幌
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

第
3
展
示
室

（
札
幌
市
中
央
区
南
2
条
東
6
丁
目
）　

☎
0
1
1
─
2
7
1
─
5
4
7
1

開
館
時
間
10
時
～
18
時

（
初
日
は
13
時
か
ら
、
最
終
日
17
時
迄
）

★
新
会
友
に
旭
川
支
部
の
𠮷
田
祥
子

　

6
月
28
日
の
役
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▼
写
真
展
開
催
の
方
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　

会
報
発
行
時
期
と
日
程
が
合
え
ば
P
R
で

き
ま
す
。

　

編
集
担
当
＝
香
取

☎
0
1
1
─
6
6
4
─
2
0
4
1

・�

日
高
山
脈
を
構
成
す
る
山
岳
の
ひ
と
つ
、
南
日

高
ア
ポ
イ
岳
は
、
か
ん
ら
ん
岩
か
ら
作
ら
れ
た

土
壌
で
低
標
高
で
す
が
高
山
植
物
が
多
く
、
稀

な
固
有
種
が
集
中
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
り

ま
す
。

　

豊
か
な
周
り
の
自
然
か
ら
毎
日
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
を
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
今
後
も
元

気
に
楽
し
い
支
部
の
活
動
を
広
げ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

支部例会の様子
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編
集
後
記

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
を
受
け
ま
し

た
が
、
第
67
回
写
真
道
展
の
審
査
が
行
わ
れ
、
会
報

1
4
2
号
の
発
行
に
ほ
っ
と
い
た
し
て
ま
す
。

　
第
67
回
写
真
道
展
に
入
賞
・
入
選
さ
れ
た
皆
様
、

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
一
層
の
ご
活
躍
を
ご
期

待
い
た
し
ま
す
。�

（
香
取
）

支
部
例
会
成
績

札
幌
　
支
部
長
　
難
波
　
江

▽
3
月
例
会

（
13
日　

野
勢
英

樹
氏
選
考
）

①
安
田
敏
彦

②
林
繁
造

③
難
波
江

④
見
野
則
幸

⑤
梅
澤
勇
二

⑥
今
明
美

⑦
渡
辺
勝

⑧
府
中
紀
一

⑨
掛
村
一
憲

⑩
浦
崎
毅
子

▽
7
月
例
会

（
26
日　

長
谷
川

純
一
氏
選
考
）

①
安
田
敏
彦
②
梅
澤
勇
二
③
林
繁
造
④
西
尾
克
彦

⑤
浦
崎
毅
子
⑥
飯
高
光
紀
⑦
脇
田
健
司
⑧
今
明
美

⑨
難
波
江
⑩
米
澤
三
千
代

滝
　
川
　
支
部
長
　
渡
辺
精
郎

▽
12
月
例
会
（
14
日　

加
賀
谷
重
雄
審
査
会
員
選
考
）

①
花
岡
勝
美
②
萩
原
洋
子
③
三
井
高
幸
④
山
田
信
重

⑤
中
川
公
王

第
一
回
コ
ン
テ
ス
ト
（
7
月
6
日　

渡
辺
精
郎
支
部
長
選
考
）

①
萩
原
洋
子
②
花
岡
勝
美
③
中
川
公
王

恵
　
庭
　
支
部
長
　
西
澤
　
實

▽
12
月
例
会
（
9
日　

審
査
互
選
）

①
田
中
康
夫
②
西
澤
實
③
佐
野
ミ
ヨ
④
吉
村
剛
・
中
村
忠
司
⑥

中
岡
正
美
・
村
井
正
人
⑧
菅
井
正
俊
・
吉
村
富
美
子

▽
1
月
例
会
（
14
日　

審
査
互
選
）

①
加
藤
憲
秋
②
西
澤
實
・
五
東
建
夫
・
吉
村
富
美
子

⑤
田
中
康
夫
・
服
部
健
治
⑦
吉
村
剛
⑧
佐
野
ミ
ヨ
・
坂
田
一
紀

▽
2
月
例
会
（
10
日　

審
査
互
選
）

①
中
村
忠
司
・
吉
村
富
美
子
③
田
中
康
夫
④
西
澤
實

⑤
菅
原
恵
子
⑥
五
東
建
夫
（
佳
作
）
佐
野
ミ
ヨ
ほ
か

岩
見
沢
　
支
部
長
　
鈴
木
佳
夫

▽
6
月
例
会
（
24
日　

審
査
互
選
）

①
④
中
神
由
美
子
②
③
木
村
克
己
子
④
伊
藤
博
章

留
　
萌
　
支
部
長
　
﨑
出
恒
夫

▽
12
月
例
会
（
8
日　

審
査
互
選
）

①
川
上
正
己
②
④
畑
忠
幸
③
④
④
藤
岡
政
江

▽
1
月
例
会
（
19
日　

審
査
互
選
）

①
④
加
藤
美
佳
②
松
葉
師
正
③
バ
ト
・
ゲ
レ
ル

④
④
川
上
正
己

▽
2
月
例
会
（
16
日　

審
査
互
選
）

①
松
葉
師
正
②
③
④
川
上
正
己
④
⑤
畑
忠
幸

栗
　
山
　
支
部
長
　
黒
田
幸
則

▽
9
月
例
会
（
13
日　

審
査
互
選
）

①
③
敦
賀
千
恵
子
②
③
斎
藤
優
子
③
黒
田
幸
則
（
入
選
）
中
島

武
士
・
斎
藤
優
子
・
黒
田
幸
則
ほ
か

▽
1
月
例
会
（
17
日　

審
査
互
選
）

①
②
②
黒
田
幸
則
③
③
斎
藤
優
子
③
中
島
武
士
（
入
選
）
黒
田

幸
則
・
中
島
武
士
・
敦
賀
千
恵
子
ほ
か

釧
　
路
　
支
部
長
　
石
川
　
隆

▽
1
月
例
会
（
9

日　

片
村
洋
市
審

査
会
員
選
考
）

①
林
田
定
昭

②
長
尾
芳
文

③
水
野
敏
幸

④
橋
本
憲
一

⑤
佐
々
木
せ
つ
子

⑥
松
坂
正
彦

▽
3
月
例
会
（
4

月
26
日　

工
藤
二

男
審
査
会
員
選
考
）

①
長
尾
芳
文
②
蝦

名
昇
③
林
田
定
昭

④
水
野
敏
幸

⑤
佐
々
木
せ
つ
子

⑥
鈴
木
啓
司
郎

令
和
元
年　

年
度
賞

①
長
尾
芳
文
②
蝦
名
昇
③
林
田
定
昭
④
橋
本
憲
一

⑤
松
坂
正
彦
・
中
嶋
淳
一
・
高
橋
米
子

室
　
蘭
　
支
部
長
　
佐
々
木
曻

▽
5
月
例
会
（
31
日　

中
西
勉
審
査
会
員
選
考
）

①
田
村
謙
次
②
斎
藤
ま
す
み
・
田
村
謙
次
③
鳥
海
政
史
・
大
坪

恵
子
・
今
井
富
夫
（
入
選
）
鳴
海
明
・
成
田
正
利
・
吉
井
良

平
・
太
田
秀
樹
・
我
妻
敬
治
ほ
か

旭
　
川
　
支
部
長
　
白
鳥
敏
昭

▽
1
月
例
会
（
16
日　

田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
④
池
永
靖
子
②
吉
田
清
治
郎
③
山
本
義
則

⑤
吉
田
祥
子
（
入
選
）
森
田
正
義
・
佐
藤
繁
雅
二
点

小
山
満
・
宮
崎
哲
夫
ほ
か

▽
2
月
例
会
（
13
日　

馬
場
和
美
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
③
山
本
義
則
②
⑤
森
田
正
義
④
宮
崎
哲
夫

（
入
選
）
佐
藤
祐
子
・
吉
田
清
治
郎
・
吉
田
祥
子

宮
野
和
子
二
点
・
佐
藤
繁
雅
ほ
か

▽
3
月
例
会
（
12
日　

福
田
光
男
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
⑤
吉
田
祥
子
②
森
田
正
義
③
池
永
靖
子

④
小
山
満
（
入
選
）
武
田
千
枝
子
・
小
山
満
二
点
宮
野
和
子
・

上
平
秀
美
ほ
か

▽
4
月
例
会
（
9
日　

田
本
實
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
添
田
裕
子
②
佐
藤
祐
子
③
森
田
正
義
④
小
山
満
⑤

宮
崎
哲
夫
（
入
選
）
佐
藤
繁
雅
・
吉
田
祥
子

池
永
靖
子
・
宮
野
和
子
・
武
田
千
枝
子
ほ
か

▽
5
月
例
会
（
14
日　

馬
場
和
美
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
小
山
満
②
臼
田
忠
雄
③
森
田
正
義

④
池
永
靖
子
⑤
吉
田
清
治
郎
（
入
選
）
小
山
満

池
永
靖
子
・
浦
島
寛
・
臼
田
忠
雄
・
山
本
義
則
ほ
か

▽
6
月
例
会
（
11
日　

福
田
光
男
審
査
会
員
選
考
）

（
特
選
）
①
③
添
田
裕
子
②
小
山
満
④
森
田
正
義
⑤
山
本
義
則

（
入
選
）
浦
島
寛
・
臼
田
忠
雄
・
森
田
正
義

佐
藤
繁
雅
ほ
か

▽
令
和
元
年
度　

年
度
賞

最
高
作
品
賞　

小
山
満　

年
度
賞　

小
山
満　

準
年
度
賞　

森

田
正
義　

奨
励
賞　

山
本
義
則　

敢
闘
賞　

佐
藤
繁
雅
・
吉
田

祥
子　

新
人
賞　

上
平
秀
美

余
　
市
　
支
部
長
　
一
戸
弘
利

▽
12
月
例
会

（
14
日　

審
査
互

選
）

①
④
④
青
木
延
広

②
④
⑤
後
藤
芳
江

③
③
④
④
⑤
石
岡

誠
三
⑤
一
戸
弘
利

▽
1
月
例
会

（
18
日　

審
査
互

選
）

①
②
③
④
⑤
石
岡

誠
三
②
③
④
後
藤

芳
江
③
③
⑤
塩
野
謙
造
④
小
野
寺
宏
弥
⑤
⑤
⑥
一
戸
弘
利

▽
6
月
例
会
（
20
日　

審
査
互
選
）

①
②
③
④
後
藤
芳
江
②
②
③
石
岡
誠
三

三
　
笠
　
支
部
長
　
伊
藤
修
身

▽
2
月
例
会
（
1
日　

審
査
互
選
）

①
⑤
古
平
文
男
②
②
金
武
紀
雄
②
澤
田
住
子
⑤
高
橋
英
昭

▽
令
和
元
年　

年
度
賞

①
古
平
文
男
②
金
武
紀
雄
③
澤
田
住
子
④
高
橋
英
昭
⑤
伊
藤
修

身
⑥
谷
内
純
哉
⑦
河
合
外
志

小
　
樽
　
支
部
長
　
川
原
静
雄

▽
2
月
例
会
（
5
日　

小
泉
和
子
審
査
会
員
選
考
）

①
北
宏
保
②
小
林
芳
江
③
一
條
周
一
④
松
居
秀
昭

⑤
根
本
辰
男

3月例会1位「落陽の道しるべ」　カラー　安田敏彦

2月例会1位「雪の日」
カラー　北　宏保

12月例会1位「みこしの火渡り」
カラー　青木延広

5月例会1位「陰　影」
カラー　田村謙次

1月例会1位「愛の手渡し」　カラー　林田定昭
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